








































































































































































































































 

- 111 - 

（５）下水道事業会計について 

本事業の経常損益は、前年度経常損失 7 億 7,500 万円から 33 億 600 万円収支が改善し、

25億 3,000万円の経常利益となっている。収支が改善したのは、下水道使用料などの増加に

よって経常収益が増加したことや支払利息及び企業債取扱諸費などの減少によって経常費

用が減少したことによるものである。また、純損益は、上記の経常収支の改善があったこと

などにより、前年度純損失 3 億 2,900 万円から 29 億 8,500 万円収支が改善し、26 億 5,600

万円の純利益となっている。 

 

下水道使用料（347 億 7,000 万円）は、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえた下水

道料金の減免措置を実施した前年度（318億 2,900万円。減免措置の影響額：27億3,800万

円）に比して 29 億 4,100 万円増加しているが、ホテル旅館等の水量単価の高い使用者の使

用水量が令和元年度に比して減少している影響により、令和元年度（382 億 3,500 万円）の

水準までは回復していない。 

また、令和３年３月に策定した経営戦略では、令和12年度までの計画期間中において経常

利益が策定時点よりも増加する見込みを示しているが、収支の試算は、国庫補助金について

過去の実績を踏まえて設定し、今後の国の動向により仮に国庫補助金が過去で最も低い水準

まで低下した場合には、経常損益への影響として約5億円の悪化が見込まれる、とのことで

ある。建設局はこれらを含めた社会経済情勢の変化等に応じて経営戦略を適時に見直し、安

定的な事業経営に努められたい。 

 

次に、本市は他都市に先駆けて下水道整備を推進したこともあり、昭和40年代に大規模に

整備された下水管が次々と耐用年数を迎える時期に至り、比較可能な令和２年度の数値で見

ると、他都市と比べると管渠
きょ

老朽化率は高いものとなっている（図表－６参照）。 

建設局では、従前の更新率を高め、優先度の高い老朽管について平成28年度からの10年

間で400㎞を改築更新する計画（図表－７参照）としており、計画に対する進捗率は令和３

年度末現在で46.9％、当年度の進捗が9.7％である。これは前年度の進捗（8.8％）に比して

0.9ポイント改善しているが、計画との乖
かい

離は13.1ポイント生じている。 

また、老朽化した管渠
きょ

の改築更新については、近年の大規模な災害が発生していることを

踏まえると迅速な進捗が求められる状況にある。 

 

そのような状況の中で、下水管渠
きょ

築造工事等にかかる建設改良費の決算額は、497億 3,600

万円となっており、予算額739億円に比して、翌年度繰越額が212億 300万円、不用額が29

億 6,000万円生じていることにより、執行率67.3％となっている。建設局によれば、翌年度

繰越額が生じたのは、新型コロナウイルス感染症の影響により機器材料の調達が困難になっ

たことや地元住民及び警察署といった関係機関との協議に時間を要したことなどによる、と

のことである。不用額が生じたのは、入札不調や計画変更等が生じたことなどによるとのこ

とであるが、当年度の入札不調件数は50件と、前年度（26件）と比べて増加している。 

事業の進捗管理について言及した前年度の決算審査意見を踏まえ、建設局では、当年度は、

不測の事態へ対応する期間の確保のため、工事等の早期発注を行うとともに設計業務の一部
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を外注化するなど、設計業務の効率化に努めてきたとのことである。その結果、前年度の執

行率63.7％に比して3.6ポイントの改善が見られたが、入札不調の増加は、今後事業進捗に

影響を及ぼす可能性があることから、入札不調の事前対策についても関係局と調整して進め

るなど、予算が計画に基づいて執行されるよう、事業の進捗管理に努められたい。 

 

図表－６ 管渠老朽化率 

（単位：％） 

 

（注）１ 他都市は東京都及び行政区域内人口概ね150万人以上の政令指定都市を選定した。 

２ 管渠老朽化率＝法定耐用年数を経過した管渠延長÷下水道敷設延長 

３ 数値は地方公営企業年鑑から引用した。 

 

図表－７ 下水管渠改築更新10か年計画 進捗率 

 

 （注）一年間の進捗：全体計画に対する一年間の実績の割合 

大阪市 札幌市 東京都 横浜市 川崎市 名古屋市 京都市 神戸市 福岡市 平均

令和元年度 40.4 7.5 16.1 3.8 7.2 21.3 17.3 15.9 5.5 15.0

令和２年度 42.9 8.6 17.5 5.1 8.0 22.8 18.0 19.5 7.0 16.6

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

計画 （%） 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0 100.0

実績　（%） 7.0 13.9 21.4 28.4 37.2 46.9 - - - -

計画との差
（ポイント）

(3.0) (6.1) (8.6) (11.6) (12.8) (13.1) - - - -

一年間の進捗（%） 7.0 6.9 7.5 7.0 8.8 9.7 - - - -
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